
令
和
５
年
度
　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

情
報
掲
示
板

会
費
・
募
金
報
告
、寄
付
報
告

事
業
の
報
告

「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」開
設
し
ま
し
た

各
部
門
か
ら
の
お
便
り

社
協
会
員
運
動
ご
協
力
の
お
願
い

マ
ン
ガ「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
少
年
し
ゃ
き
ょ
う
く
ん
」

P
2

P
3

P
4

P
5

P
6

P
6
〜
7

P
8

主な記事

令
和
５
年
度
　
事
業
計
画
・
収
支
予
算

情
報
掲
示
板

会
費
・
募
金
報
告
、寄
付
報
告

事
業
の
報
告

「
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口
」開
設
し
ま
し
た

各
部
門
か
ら
の
お
便
り

社
協
会
員
運
動
ご
協
力
の
お
願
い

マ
ン
ガ「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
少
年
し
ゃ
き
ょ
う
く
ん
」

P
2

P
3

P
4

P
5

P
6

P
6
〜
7

P
8

主な記事主な記事主な記事

社会福祉法人

〒362-0809
伊奈町中央 1-93 ふれあい福祉センター内
https://www.ina-shakyo.or.jp

伊奈町社会福祉協議会

● 事務局
● ボランティアセンター
● 成年後見支援センター
● ファミリーサポート伊奈
● 居宅介護支援事業所
● 訪問介護等事業所

● 地域包括支援センター

● 障害福祉サービス事業所
　まつぼっくり

048-722-9990
048-723-6575

蕕

薨

048-720-5656蕕

048-723-3201蕕

● 心身障害児通園事業
　「いちご」 048-878-9045蕕

伊
奈
中
央

志   

久至上尾

至上尾

介護老人
福祉施設
「伊奈の里」

伊奈町
上下水道庁舎

至蓮田

埼玉りそな銀行

伊奈町役場

伊奈町
総合センター

伊奈中学校

至桶川 ドラッグストア

ふれあい
福祉センター

見舞品を
お贈りします
詳しくはＰ3へ

夏 季夏 季

講習会を
開催します
詳しくはＰ3へ

手 話手 話

社協会員運動ご協力のお願い社協会員運動ご協力のお願い

よりよい地域社会をつくるために活用しています。

※特別会員となっていただきました企業・団体等は「社協だより」にてご紹介いたします。

　社協は住民主体の組織で、皆様の積極的なご協
力に支えられて日々地域福祉活動に取り組んで
います。
　一人でも多くの方に活動の趣旨をご理解いた
だき、ご加入くださいますようお願いいたします。

　すでにご入会いただいております方々のご協力に対し、深く感謝申し上げるとともに、
今年度も継続してご協力いただきますようお願いいたします。
　新規の加入や継続の会費納入は、各地区の区長、民生委員・児童委員の方々などにご
協力をいただき行っています。

一世帯一口以上のご入会を心よりお願い申し上げます。

一般会員 1口  500円
賛助会員 1口  1,000円
特別会員 1口  5,000円

会費の種別（年額）会費は主に次のような事業の財源となります。
● 地域ふれあい事業（高齢者サロン、子ども食堂など）
● ボランティア活動の推進　● 福祉教育の推進　● 見守り活動
● 視覚障がい者等の支援　● 生活困窮者等の支援　など

通園施設「いちご」の園児が制作しました通園施設「いちご」の園児が制作しました

だれ
もがつ

ながり支
え合う伊奈

だれ
もがつ

ながり支
え合う伊奈

社協とは社協とは 障がい者・高齢者・子どもをはじめ、地域の人々が暮らしやすい「だれもが安心して暮らせるまちづくり」をすすめる民間の団体です。障がい者・高齢者・子どもをはじめ、地域の人々が暮らしやすい「だれもが安心して暮らせるまちづくり」をすすめる民間の団体です。

令和５年６月１日令和５年６月１日

次の社協だよりは8月1日を
予定しています。

次の社協だよりは8月1日を
予定しています。

第第 号号117117

社会福祉法人

伊 奈 町
社会福祉協議会

I N A  s h a k y o  N o . 1 1 7
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支
給
対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

○
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
所
持
者

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

○
ね
た
き
り
老
人
等
手
当
受
給
者

○
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

○
就
学
援
助
制
度
利
用
世
帯
（
準
要
保
護
者
）

○
生
活
保
護
世
帯

※

入
所
施
設
を
ご
利
用
の
方
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
品
　
お
買
物
券
１
，
５
０
０
円
分

　
　
　
（
町
商
工
会
発
行
）
・
タ
オ
ル

申
　込
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
う
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
地
区
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
そ
の
他
、
伊
奈
町
役
場

社
会
福
祉
課
・
い
き
い
き
長
寿
課
・
子
育
て

支
援
課
で
も
受
付
）。な
お
、障
害
者
手
帳
所

持
者
は
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※

「
申
込
書
」
は
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　６
月
８
日
㈭
〜
７
月
６
日
㈭

支
　給
　
８
月
に
地
区
担
当
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

期
　日
　８
月
３
日
㈭

場
　所
　横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

対
　象
　町
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
児
童
、
ま
た
は
障
が
い
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
（
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
）
と
そ
の
家
族

定
　員
　68
名

　
　
　
　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
　１
世
帯
に
つ
き
４
名
ま
で

１
人
2
，
0
０
０
円
（
３
才
以
下
無
料
）
、

５
人
目
以
降
チ
ケ
ッ
ト
代
を
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
間
　６
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
・
日
を
除
く

申
　込
　印
鑑
と
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
う

え
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
手
話

技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
♪

日
　時
　
８
月
２
日
〜
12
月
20
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時

※

８
月
16
日
は
休
講

場
　所
　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
は

じ
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

定
　員
　
30
名

参
加
費
　
３
，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
間
　
７
月
３
日
㈪
〜
７
月
21
日
㈮

申
　込
　
電
話
ま
た
は
記
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://form

s.gle/S
iG
ojJ

Q
X
P
C
7
R
TD
V
F8

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
に
つ
い
て
住
民
の
方
々
に
理
解
や
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
「
だ
れ
も
が
つ
な

が
り
支
え
合
う
伊
奈
」
を
目
指
す
た
め
、
情

報
発
信
の
場
と
し
て
10
月
７
日
㈯
に
福
祉
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
福
祉
大
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
福
祉
団
体
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
７
月
31
日
㈪
ま
で

申
・
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

掲
示
板

情
報

夏
季
見
舞
品
支
給

『
大
き
な
バ
ス
で
、夏
の
思
い
出
を

　つ
く
り
に
で
か
け
ま
せ
ん
か
？
』

障
が
い
児
保
養
招
待

問

問

収　入（単位：千円）

合計：２６３，９８７

支　出（単位：千円）

合計：２６３，９８７

会費収入　４，５３０

雑収入　８３７

繰越金収入　１１，８００

寄付金収入　６５０

補助金収入　６８，７１４

受託金収入　８９，１３２

貸付事業収入　440

介護保険収入　２２，７９４

障害福祉サービス収入　５６，２３７

受取利息配当金収入　1

事業収入　５，７４６

負担金収入　３，１０６

地域福祉権利擁護事業　１，０７４
成年後見支援センター事業　１３，３７２
ボランティアセンター活動事業　１，３２１
資金貸付事業　２，１２９
共同募金配分金事業　５，９７７
ファミリーサポート事業　６１５
地域福祉活動事業　８，６９５
居宅介護支援事業　７，６８３

生活介護事業　５７，７８０

居宅介護等事業　５，７９１
訪問介護事業　１１，４５３

障害児通園事業　３７，１６６

福祉活動支援事業　２７０

地域包括支援センター事業　４１，５０１
自動販売機設置運営事業　３，７０２

ふれあい福祉センター
維持管理業務  １０，４２７

法人運営事業　５１，３０４
地域福祉推進事業　３，７２７

 

○
福
祉
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

 

○
支
え
合
い
・
助
け
合
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

 

○
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
の
推
進

 

○
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

 

○
Ｄ
Ｘ
の
推
進

 

○
運
営
基
盤
の
強
化

〔
法
人
運
営
事
業
〕

○
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
適
正
運
営
事
業

○
社
協
運
営
推
進
会
議

○
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進

○
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
推
進

○
社
協
会
員
の
加
入
促
進
強
化

○
共
同
募
金
活
動
の
促
進
強
化

○
自
動
販
売
機
設
置
事
業

○
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
〕

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
の
発
行

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

○
手
話
講
習
会

○
災
害
支
援
時
の
整
備

〔
地
域
福
祉
推
進
事
業
〕

○
福
祉
教
育
の
推
進

○
視
覚
障
が
い
者
へ
の
朗
読
テ
ー
プ
提
供

○
福
祉
大
会

○
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

○
福
祉
協
力
員
設
置
事
業

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

手
話
講
習
会

〜
入
門
編（
全
20
回
）〜

福
祉
大
会
参
加
団
体
募
集

問

重
点
推
進
目
標

重
点
推
進
目
標

主
な
事
業
・
活
動

主
な
事
業
・
活
動

○
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
（
サ
ロ
ン
・
子
ど
も
食
堂
）

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

○
視
覚
障
が
い
者
交
流
会

○
障
が
い
児
日
帰
り
保
養
招
待

○
社
協
事
業
交
流
会 

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

○
関
係
福
祉
団
体
自
主
活
動
の
支
援

○
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
へ
の
協
力

〔
生
活
相
談
支
援
事
業
〕

○
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口

○
彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業

○
ニ
ー
ズ
把
握
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

○
福
祉
資
金
等
の
貸
付

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

○
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

〔
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

○
福
祉
車
両
貸
出

○
紙
オ
ム
ツ
支
給

○
夏
季
見
舞
品
支
給

○
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

○
要
保
護
・
準
要
保
護
生
徒
卒
業
祝
金
支
給

○
母
子
父
子
家
庭
児
童
入
学
祝
金
支
給

〔
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
等
事
業

〔
伊
奈
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
〕

○
生
活
介
護
事
業
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」

○
心
身
障
害
児
通
園
事
業
「
い
ち
ご
」

○
福
祉
活
動
支
援
事
業

〔
伊
奈
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
〕

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

○
家
族
介
護
支
援
等
事
業

令
和
５
年
度
事
業
計
画
　
〜
だ
れ
も
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
伊
奈
〜

令和5年度収支予算令和 5年度収支予算

by しゃきょうくん

①と②を組み合わせると「役場にいきますか？」になります。

手話をやってみよう

1

役場

2

行く

左腕を前に出し、手首と肘
あたりを１回ずつ掴み、
アームカバーを表現します。

右手の人差し指を下に向け、
前方向に出します。
※この時、顔を右に傾けるこ
とで、質問系になります。

問

申

いな社協だより第117号｜23｜いな社協だより第117号

I N A  s h a k y o  N o . 1 1 7伊奈町社会福祉協議会　☎048-722-9990（代表）



支
給
対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
方

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
所
持
者

○
療
育
手
帳
Ⓐ
・
Ａ
所
持
者

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者

○
ね
た
き
り
老
人
等
手
当
受
給
者

○
児
童
扶
養
手
当
受
給
者

○
就
学
援
助
制
度
利
用
世
帯
（
準
要
保
護
者
）

○
生
活
保
護
世
帯

※

入
所
施
設
を
ご
利
用
の
方
は
、対
象
外
と
な
り
ま
す
。

支
給
品
　
お
買
物
券
１
，
５
０
０
円
分

　
　
　
（
町
商
工
会
発
行
）
・
タ
オ
ル

申
　込
　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
、
押
印
の
う
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た

は
地
区
担
当
民
生
委
員
・
児
童
委
員
ま
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
そ
の
他
、
伊
奈
町
役
場

社
会
福
祉
課
・
い
き
い
き
長
寿
課
・
子
育
て

支
援
課
で
も
受
付
）。な
お
、障
害
者
手
帳
所

持
者
は
手
帳
を
持
参
の
う
え
、
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

※

「
申
込
書
」
は
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
が
で
き
ま
す
。

申
込
期
間
　６
月
８
日
㈭
〜
７
月
６
日
㈭

支
　給
　
８
月
に
地
区
担
当
民
生
委
員
・
児

童
委
員
が
お
届
け
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

期
　日
　８
月
３
日
㈭

場
　所
　横
浜
・
八
景
島
シ
ー
パ
ラ
ダ
イ
ス

対
　象
　町
内
在
住
の
障
害
者
手
帳
を
お
持

ち
の
児
童
、
ま
た
は
障
が
い
に
準
ず
る
状
態

に
あ
る
児
童
（
平
成
17
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
の
方
）
と
そ
の
家
族

定
　員
　68
名

　
　
　
　
※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

参
加
費
　１
世
帯
に
つ
き
４
名
ま
で

１
人
2
，
0
０
０
円
（
３
才
以
下
無
料
）
、

５
人
目
以
降
チ
ケ
ッ
ト
代
を
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
期
間
　６
月
１
日
㈭
〜
23
日
㈮

　
　
　
　
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

　
　
　
　
　
※
土
・
日
を
除
く

申
　込
　印
鑑
と
障
害
者
手
帳
を
持
参
の
う

え
、
社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
お
越
し
く
だ
さ

い
。

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
聴
覚
障
が
い
者
へ
の
理
解
を
深
め
、
手
話

技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん
か
♪

日
　時
　
８
月
２
日
〜
12
月
20
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
　
10
時
〜
12
時

※

８
月
16
日
は
休
講

場
　所
　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
　象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
、
は

じ
め
て
手
話
を
学
ぶ
方

定
　員
　
30
名

参
加
費
　
３
，
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
期
間
　
７
月
３
日
㈪
〜
７
月
21
日
㈮

申
　込
　
電
話
ま
た
は
記
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://form

s.gle/S
iG
ojJ

Q
X
P
C
7
R
TD
V
F8

問
　
社
会
福
祉
協
議
会

　
福
祉
に
つ
い
て
住
民
の
方
々
に
理
解
や
関

心
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
「
だ
れ
も
が
つ
な

が
り
支
え
合
う
伊
奈
」
を
目
指
す
た
め
、
情

報
発
信
の
場
と
し
て
10
月
７
日
㈯
に
福
祉
大

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
福
祉
大
会
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
け
る
福
祉
団
体
の
方
々
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

申
込
期
間
　
７
月
31
日
㈪
ま
で

申
・
問
　
社
会
福
祉
協
議
会

掲
示
板

情
報

夏
季
見
舞
品
支
給

『
大
き
な
バ
ス
で
、夏
の
思
い
出
を

　つ
く
り
に
で
か
け
ま
せ
ん
か
？
』

障
が
い
児
保
養
招
待

問

問

収　入（単位：千円）

合計：２６３，９８７

支　出（単位：千円）

合計：２６３，９８７

会費収入　４，５３０

雑収入　８３７

繰越金収入　１１，８００

寄付金収入　６５０

補助金収入　６８，７１４

受託金収入　８９，１３２

貸付事業収入　440

介護保険収入　２２，７９４

障害福祉サービス収入　５６，２３７

受取利息配当金収入　1

事業収入　５，７４６

負担金収入　３，１０６

地域福祉権利擁護事業　１，０７４
成年後見支援センター事業　１３，３７２
ボランティアセンター活動事業　１，３２１
資金貸付事業　２，１２９
共同募金配分金事業　５，９７７
ファミリーサポート事業　６１５
地域福祉活動事業　８，６９５
居宅介護支援事業　７，６８３

生活介護事業　５７，７８０

居宅介護等事業　５，７９１
訪問介護事業　１１，４５３

障害児通園事業　３７，１６６

福祉活動支援事業　２７０

地域包括支援センター事業　４１，５０１
自動販売機設置運営事業　３，７０２

ふれあい福祉センター
維持管理業務  １０，４２７

法人運営事業　５１，３０４
地域福祉推進事業　３，７２７

 

○
福
祉
教
育
・
啓
発
活
動
の
推
進

 

○
支
え
合
い
・
助
け
合
い
地
域
づ
く
り
の
推
進

 

○
生
活
困
窮
者
自
立
促
進
支
援
の
推
進

 

○
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

 

○
Ｄ
Ｘ
の
推
進

 

○
運
営
基
盤
の
強
化

〔
法
人
運
営
事
業
〕

○
理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
適
正
運
営
事
業

○
社
協
運
営
推
進
会
議

○
Ｄ
Ｘ
化
の
推
進

○
事
業
継
続
計
画
（
B
C
P
）
の
推
進

○
社
協
会
員
の
加
入
促
進
強
化

○
共
同
募
金
活
動
の
促
進
強
化

○
自
動
販
売
機
設
置
事
業

○
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業
〕

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
の
発
行

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
つ
ど
い

○
手
話
講
習
会

○
災
害
支
援
時
の
整
備

〔
地
域
福
祉
推
進
事
業
〕

○
福
祉
教
育
の
推
進

○
視
覚
障
が
い
者
へ
の
朗
読
テ
ー
プ
提
供

○
福
祉
大
会

○
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

○
福
祉
協
力
員
設
置
事
業

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

手
話
講
習
会

〜
入
門
編（
全
20
回
）〜

福
祉
大
会
参
加
団
体
募
集

問

重
点
推
進
目
標

重
点
推
進
目
標

主
な
事
業
・
活
動

主
な
事
業
・
活
動

○
地
域
ふ
れ
あ
い
事
業
（
サ
ロ
ン
・
子
ど
も
食
堂
）

○
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
交
流
会

○
視
覚
障
が
い
者
交
流
会

○
障
が
い
児
日
帰
り
保
養
招
待

○
社
協
事
業
交
流
会 

○
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
・
フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー

○
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業
の
推
進

○
関
係
福
祉
団
体
自
主
活
動
の
支
援

○
赤
十
字
会
員
増
強
運
動
へ
の
協
力

〔
生
活
相
談
支
援
事
業
〕

○
ふ
く
し
総
合
相
談
窓
口

○
彩
の
国
あ
ん
し
ん
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
事
業

○
ニ
ー
ズ
把
握
の
シ
ス
テ
ム
づ
く
り

○
福
祉
資
金
等
の
貸
付

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

○
福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

○
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

〔
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

○
福
祉
車
両
貸
出

○
紙
オ
ム
ツ
支
給

○
夏
季
見
舞
品
支
給

○
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分

○
要
保
護
・
準
要
保
護
生
徒
卒
業
祝
金
支
給

○
母
子
父
子
家
庭
児
童
入
学
祝
金
支
給

〔
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
〕

○
居
宅
介
護
支
援
事
業

○
訪
問
介
護
・
居
宅
介
護
等
事
業

〔
伊
奈
町
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営
〕

○
生
活
介
護
事
業
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」

○
心
身
障
害
児
通
園
事
業
「
い
ち
ご
」

○
福
祉
活
動
支
援
事
業

〔
伊
奈
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
〕

○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

○
家
族
介
護
支
援
等
事
業

令
和
５
年
度
事
業
計
画
　
〜
だ
れ
も
が
つ
な
が
り
支
え
合
う
伊
奈
〜

令和5年度収支予算令和 5年度収支予算

by しゃきょうくん

①と②を組み合わせると「役場にいきますか？」になります。

手話をやってみよう

1

役場

2

行く

左腕を前に出し、手首と肘
あたりを１回ずつ掴み、
アームカバーを表現します。

右手の人差し指を下に向け、
前方向に出します。
※この時、顔を右に傾けるこ
とで、質問系になります。

問

申

いな社協だより第117号｜23｜いな社協だより第117号

I N A  s h a k y o  N o . 1 1 7伊奈町社会福祉協議会　☎048-722-9990（代表）



士
の
方
か
ら
わ

か
り
や
す
く
説

明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
関

心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
対
象
に
、
生
き
る

力
を
育
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
金
融
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
が
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
、
「
お

金
持
ち
に
な
る
人
は
〝
あ
り
が
と
う
〞
を
た

く
さ
ん
集
め
る

人
」
「
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
め
る

状
態
に
し
て
お

く
た
め
に
、
今

あ
る
こ
と
を
頑

張
る
こ
と
が
大

切
」
と
心
に
響

く
ご
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
活
動
を
応
援
す
る
こ
と
と
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
３
色
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト
の

講
師
を
お
招
き
し

て
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ

の
パ
ス
テ
ル
画
を

作
り
ま
し
た
。
パ

ス
テ
ル
を
使
用
す

る
の
は
初
め
て
の

方
ば
か
り
で
し
た

が
、
先
生
の
説
明

に
沿
っ
て
み
な
さ

ん
と
て
も
集
中
し
、

手
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
３
色
し
か
使
用
し

て
い
な
い
と
は
思
え
な
い
温
か
み
の
あ
る
素

敵
な
作
品
が
仕
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
協
力
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

と
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）
」
に
つ
い
て
、

伊
奈
町
消
防
本
部
に
て
受
講
し
ま
し
た
。
大

　
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

方
々
を
対
象
に
成
年
後
見
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
の
権

利
を
守
る
「
成
年

後
見
制
度
」
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
の
方

か
ら
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
対
象
に
、
生
き
る

力
を
育
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
金
融
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
が
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
、
「
お

金
持
ち
に
な
る
人
は
〝
あ
り
が
と
う
〞
を
た

く
さ
ん
集
め
る
人
」

「
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

め
る
状
態
に
し
て
お

く
た
め
に
、
今
あ
る

こ
と
を
頑
張
る
こ
と

が
大
切
」
と
心
に
響

く
ご
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
と
子
ど
も
の

救
命
処
置
の
違

い
、
心
肺
蘇
生

は
口
に
ハ
ン
カ

チ
等
を
乗
せ
て

感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
、

救
急
車
を
呼
ぶ

際
に
救
急
隊
の

到
着
ま
で
に
口

頭
指
導
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
定
期
的
な
受
講

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
方
・
わ
が
子
の
子
育
て
に
一

段
落
し
た
方
、
シ
ニ
ア
世
代
の
方
、
地
域
の

子
育
て
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
夫
婦

で
の
登
録
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
伊
奈

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
ご
家
庭
な
ど
で
余
っ

た
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
し
て
い
る
方

に
寄
付
す
る
活
動
）
の
お
声
が
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
１
，
３
３
２
品
、
５

１
８
㎏
も
の
食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
伊
奈

こ
ど
も
の
た
め
の
マ
ネ
ー
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
月
11
日
）

事
業
の
報
告

丸　　山
下　　郷
綾 瀬 東
綾 瀬 南
綾 瀬 北
栄　　南
栄 中 央
栄　　北
志　　久
南　　本
北　　本
中　　央
小 貝 戸
柴 中 荻
若　　榎
大　　針
学園中央
細 田 山
羽　　貫
小針新宿
小針内宿
光 ヶ 丘
そ の 他

〈単位：円〉

地区名 社協会員
運動

赤い羽根共同
募金運動

155,500
219,000
61,000
50,000
59,000
74,500
206,500
112,500
155,500
272,000
217,000
67,000
337,500
213,000
113,000
516,500
139,500
75,000
453,000
288,000
612,500
48,000
73,500

99,050
138,600
60,000
34,200
53,550
101,000
135,450
160,950
83,950
237,850
176,800
89,600
306,650
161,540
74,200
384,050
97,650
108,000
324,150
303,000
539,610
32,550

580,067(※1)

歳末たすけあい
募金運動
46,100
58,500
30,000
15,900
22,950
43,450
57,750
70,900
35,850
96,850
77,850
38,400
132,750
70,261
31,800
166,350
41,850
48,300
140,200
134,800
232,960
13,950

125,724(※2)

赤十字会員
増強運動
83,100
87,900
50,000
25,700
32,200
57,600
76,200
94,500
61,400
154,400
104,300
59,200
174,100
92,650
42,400
223,500
55,800
59,700
189,200
209,850
257,700
20,800

0
4,519,000合　　計合　　計 4,282,467 1,733,445 2,212,2004,519,000合　　計 4,282,467 1,733,445 2,212,200

実　績　額

〈単位：円〉

法人募金

街頭募金
職域募金等
学校募金

※1 その他募金種別及び金額
224,000
1,511
28,205
160,857
165,494
580,067

155件
自動販売機等
3団体

11校
合　　　計

〈単位：円〉※2 その他募金種別及び金額　

　皆様から寄せられた会費及び募金は、本会
をはじめ、埼玉県共同募金会や日本赤十字社
埼玉県支部の福祉活動の財源として有効に活
用させていただきます。皆様の温かい善意
と、ご理解・ご協力に深く感謝申し上げます。
　また、この活動に際しご協力いただきまし
た皆様に心からお礼申し上げます。

●職域募金とは、赤い羽根カード等の資材を利用
しながら、各種団体の職員等に協力を呼びかけ
るものです。
●職域募金額は、募金資材の制作費を差引いてい
ます。

社協会員運動
共同募金運動
赤十字会員増強運動
（赤い羽根募金／歳末たすけあい募金）

令和4年度

団体募金

街頭募金

伊奈町商工会女性部
伊奈町手話の会 すずらん
小室観音清光寺檀信徒一同
伊奈町長寿クラブ連合会
匿名
1団体

合　　　計

5,000
5,000
10,000
103,407

816
1,501

125,724

心温まる
ご支援・ご協力
ありがとう
ございました

問

　
こ
れ
ら
の
食
品

は
フ
ー
ド
パ
ン
ト

リ
ー
（
何
ら
か
の

理
由
で
十
分
な
食

事
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
の

人
に
食
品
を
無
料

で
提
供
す
る
支
援

活
動
）
と
し
て
、

町
内
に
お
住
ま
い

の
56
世
帯
に
寄
付

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
食
品
を
受
け
取
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
「
春

は
子
ど
も
の
学
用
品
の
準
備
で
お
金
が
か
か

る
の
で
助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

方
々
を
対
象
に
成
年
後
見
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
を
守

る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、
司
法
書

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
2
月
18
日
・
19
日
）

フ
ー
ド
パ
ン
ト
リ
ー
（
3
月
18
日
〜
24
日
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

「
寄
付
報
告
」
1
月
１
日 

〜
4
月
30
日

伊
奈
山
野
草
愛
好
会
 

1
，
5
1
0
円

谷
口
文
子
 

6
0
，
0
0
0
円

な
か
よ
し
会
 

1
0
，
8
1
3
円

さ
い
し
ん
信
栄
会
 

5
0
，
0
0
0
円

寄
付
金
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

㈱
森
田
染
工
場
 

タ
オ
ル
3
0
0
枚

寄
付
物
品
（
敬
称
略
）

　
皆
様
か
ら
の
善
意
は
、
福
祉
向
上
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
伊
奈
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

年
間
を
通
し
て
、
住
民
の
皆
様
や
企

業
・
各
種
団
体
等
の
皆
様
か
ら
善
意

の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な

寄
付
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

財
源
と
し
て
、
本
会
の
各
種
事
業
の

経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
寄
付
の
お
願
い
〜

《
研
修
交
流
会
（
1
月
28
日
）
》

《
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
2
月
14
日
）
》

《
協
力
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
!
》

成
年
後
見
講
座
（
3
月
4
日
）

（順不同・敬称略）

いな社協だより第117号｜45｜いな社協だより第117号

I N A  s ｈ a k y o  N o . 1 1 7伊奈町社会福祉協議会　☎048-722-9990（代表）



士
の
方
か
ら
わ

か
り
や
す
く
説

明
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
質
問
が

寄
せ
ら
れ
、
関

心
の
高
さ
を
感

じ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
対
象
に
、
生
き
る

力
を
育
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
金
融
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
子
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
が
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
、
「
お

金
持
ち
に
な
る
人
は
〝
あ
り
が
と
う
〞
を
た

く
さ
ん
集
め
る

人
」
「
チ
ャ
ン

ス
を
つ
か
め
る

状
態
に
し
て
お

く
た
め
に
、
今

あ
る
こ
と
を
頑

張
る
こ
と
が
大

切
」
と
心
に
響

く
ご
講
義
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
子
育
て
活
動
を
応
援
す
る
こ
と
と
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

し
ま
し
た
。

　
今
回
は
３
色
パ

ス
テ
ル
ア
ー
ト
の

講
師
を
お
招
き
し

て
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ

の
パ
ス
テ
ル
画
を

作
り
ま
し
た
。
パ

ス
テ
ル
を
使
用
す

る
の
は
初
め
て
の

方
ば
か
り
で
し
た

が
、
先
生
の
説
明

に
沿
っ
て
み
な
さ

ん
と
て
も
集
中
し
、

手
作
業
を
進
め
ま
し
た
。
３
色
し
か
使
用
し

て
い
な
い
と
は
思
え
な
い
温
か
み
の
あ
る
素

敵
な
作
品
が
仕
上
が
り
、
楽
し
い
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　
協
力
会
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
開

催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
「
救
命
講
習
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

と
心
肺
蘇
生
法
・
止
血
法
）
」
に
つ
い
て
、

伊
奈
町
消
防
本
部
に
て
受
講
し
ま
し
た
。
大

　
成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
の

方
々
を
対
象
に
成
年
後
見
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。
認
知
症
や
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が

不
十
分
な
方
の
権

利
を
守
る
「
成
年

後
見
制
度
」
に
つ
い

て
、
司
法
書
士
の
方

か
ら
わ
か
り
や
す
く

説
明
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
限
ら
れ
た
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
た

く
さ
ん
の
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
関
心
の
高
さ

を
感
じ
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
を
対
象
に
、
生
き
る

力
を
育
て
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
「
金
融
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
か
ら
大
人
の
方
ま
で
が
、
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
内
容
で
、
「
お

金
持
ち
に
な
る
人
は
〝
あ
り
が
と
う
〞
を
た

く
さ
ん
集
め
る
人
」

「
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

め
る
状
態
に
し
て
お

く
た
め
に
、
今
あ
る

こ
と
を
頑
張
る
こ
と

が
大
切
」
と
心
に
響

く
ご
講
義
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

人
と
子
ど
も
の

救
命
処
置
の
違

い
、
心
肺
蘇
生

は
口
に
ハ
ン
カ

チ
等
を
乗
せ
て

感
染
リ
ス
ク
を

減
ら
す
こ
と
、

救
急
車
を
呼
ぶ

際
に
救
急
隊
の

到
着
ま
で
に
口

頭
指
導
が
行
わ

れ
る
こ
と
な
ど
、

盛
り
だ
く
さ
ん

の
内
容
で
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
普
段
の
生
活
に
お
い
て
も
定
期
的
な
受
講

の
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　
子
育
て
中
の
方
・
わ
が
子
の
子
育
て
に
一

段
落
し
た
方
、
シ
ニ
ア
世
代
の
方
、
地
域
の

子
育
て
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
夫
婦

で
の
登
録
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
♪

　
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
伊
奈

　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
ご
家
庭
な
ど
で
余
っ

た
食
品
を
持
ち
寄
り
、
必
要
と
し
て
い
る
方

に
寄
付
す
る
活
動
）
の
お
声
が
け
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、
１
，
３
３
２
品
、
５

１
８
㎏
も
の
食
品
が
集
ま
り
ま
し
た
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
伊
奈

こ
ど
も
の
た
め
の
マ
ネ
ー
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
月
11
日
）

事
業
の
報
告

丸　　山
下　　郷
綾 瀬 東
綾 瀬 南
綾 瀬 北
栄　　南
栄 中 央
栄　　北
志　　久
南　　本
北　　本
中　　央
小 貝 戸
柴 中 荻
若　　榎
大　　針
学園中央
細 田 山
羽　　貫
小針新宿
小針内宿
光 ヶ 丘
そ の 他

〈単位：円〉

地区名 社協会員
運動

赤い羽根共同
募金運動

155,500
219,000
61,000
50,000
59,000
74,500
206,500
112,500
155,500
272,000
217,000
67,000
337,500
213,000
113,000
516,500
139,500
75,000
453,000
288,000
612,500
48,000
73,500

99,050
138,600
60,000
34,200
53,550
101,000
135,450
160,950
83,950
237,850
176,800
89,600
306,650
161,540
74,200
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97,650
108,000
324,150
303,000
539,610
32,550

580,067(※1)

歳末たすけあい
募金運動
46,100
58,500
30,000
15,900
22,950
43,450
57,750
70,900
35,850
96,850
77,850
38,400
132,750
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140,200
134,800
232,960
13,950

125,724(※2)

赤十字会員
増強運動
83,100
87,900
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25,700
32,200
57,600
76,200
94,500
61,400
154,400
104,300
59,200
174,100
92,650
42,400
223,500
55,800
59,700
189,200
209,850
257,700
20,800

0
4,519,000合　　計合　　計 4,282,467 1,733,445 2,212,2004,519,000合　　計 4,282,467 1,733,445 2,212,200

実　績　額

〈単位：円〉

法人募金

街頭募金
職域募金等
学校募金

※1 その他募金種別及び金額
224,000
1,511
28,205
160,857
165,494
580,067

155件
自動販売機等
3団体

11校
合　　　計

〈単位：円〉※2 その他募金種別及び金額　

　皆様から寄せられた会費及び募金は、本会
をはじめ、埼玉県共同募金会や日本赤十字社
埼玉県支部の福祉活動の財源として有効に活
用させていただきます。皆様の温かい善意
と、ご理解・ご協力に深く感謝申し上げます。
　また、この活動に際しご協力いただきまし
た皆様に心からお礼申し上げます。

●職域募金とは、赤い羽根カード等の資材を利用
しながら、各種団体の職員等に協力を呼びかけ
るものです。
●職域募金額は、募金資材の制作費を差引いてい
ます。
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共同募金運動
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街頭募金

伊奈町商工会女性部
伊奈町手話の会 すずらん
小室観音清光寺檀信徒一同
伊奈町長寿クラブ連合会
匿名
1団体

合　　　計
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10,000
103,407

816
1,501

125,724

心温まる
ご支援・ご協力
ありがとう
ございました
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パ
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か
の
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由
で
十
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な
食

事
を
と
る
こ
と
が

で
き
な
い
状
態
の

人
に
食
品
を
無
料

で
提
供
す
る
支
援

活
動
）
と
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て
、
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内
に
お
住
ま
い

の
56
世
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に
寄
付
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せ
て
い
た
だ
き

ま
し
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。

　
食
品
を
受
け
取
ら
れ
た
方
か
ら
は
、
「
春

は
子
ど
も
の
学
用
品
の
準
備
で
お
金
が
か
か

る
の
で
助
か
り
ま
す
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し

た
皆
様
、
誠

に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　
成
年
後
見
支
援
セ
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ー
で
は
、
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の

方
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を
対
象
に
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後
見
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を
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催
し
ま
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た
。
認
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や
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・
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で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
の
権
利
を
守

る
「
成
年
後
見
制
度
」
に
つ
い
て
、
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（
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あ
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た

「
寄
付
報
告
」
1
月
１
日 

〜
4
月
30
日

伊
奈
山
野
草
愛
好
会
 

1
，
5
1
0
円

谷
口
文
子
 

6
0
，
0
0
0
円

な
か
よ
し
会
 

1
0
，
8
1
3
円

さ
い
し
ん
信
栄
会
 

5
0
，
0
0
0
円

寄
付
金
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

㈱
森
田
染
工
場
 

タ
オ
ル
3
0
0
枚

寄
付
物
品
（
敬
称
略
）

　
皆
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か
ら
の
善
意
は
、
福
祉
向
上
の
た
め

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
伊
奈
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

年
間
を
通
し
て
、
住
民
の
皆
様
や
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業
・
各
種
団
体
等
の
皆
様
か
ら
善
意

の
寄
付
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
お
預
か
り
し
た
貴
重
な

寄
付
は
、
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の

財
源
と
し
て
、
本
会
の
各
種
事
業
の

経
費
に
充
て
て
い
ま
す
。
皆
様
の
温

か
い
お
気
持
ち
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〜
寄
付
の
お
願
い
〜

《
研
修
交
流
会
（
1
月
28
日
）
》

《
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
（
2
月
14
日
）
》

《
協
力
会
員
募
集
し
て
い
ま
す
!
》

成
年
後
見
講
座
（
3
月
4
日
）

（順不同・敬称略）

いな社協だより第117号｜45｜いな社協だより第117号

I N A  s ｈ a k y o  N o . 1 1 7伊奈町社会福祉協議会　☎048-722-9990（代表）



いな社協だより第117号｜67｜いな社協だより第117号

伊奈町社会福祉協議会　☎048-722-9990（代表）

伊奈町社会福祉協議会伊奈町社会福祉協議会

　
当
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
人
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る
人
の
調

整
や
相
談
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
け
れ

ど
、
な
か
な
か
「
き
っ
か
け
」
が
な
い
方
々

の
た
め
に
、
７
月

か
ら
８
月
の
夏
の

期
間
を
利
用
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
行
え
る
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

２
０
２
３
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
等
に
開
催
時
期
や
内

容
な
ど
、
随
時
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
月
１
日
㈭
よ
り
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

問

内
容
　
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
寝
る
と
き
の
姿

勢
な
ど
）
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え

て
学
び
ま
す
。

対
象
　
40
歳
以
上
の
方
の
介
護
を
し
て
い
る

方
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
方
（
介
護

を
し
て
い
る
方
ま
た
は
介
護
を
受
け

て
い
る
方
が
町
内
在
住
）

定
員
　
25
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
６
月
１
日
㈭
〜
６
月
16
日
㈮

※
参
加
希
望
で
、
交
通
手
段
の
な
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
０
４
８
―
７
２
０
―
５
６
５
６

　
　
　
　
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
０
４
８
―
７
９
５
―
４
９
０
０

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
も
し
身
近
に

認
知
症
の
人
が
い
た
時
に
そ
っ
と
見
守
る
、

そ
っ
と
手
助
け
す
る
方
が
地
域
に
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
講

座
で
す
。
認
知
症
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一

緒
に
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

内
容
　
基
本
講
座
（
認
知
症
の
症
状
・
診
断

　
　
　
・
治
療
・
接
し
方
等
）

　
　
　
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

日
時
　
６
月
28
日
㈬
　
９
時
15
分
〜
11
時
15
分

場
所
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
６
月
23
日
㈮
ま
で

　
ウ
ニ
ク
ス
伊
奈
２
階
に
あ
る
伊
奈
町
パ
ブ

リ
ッ
ク
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
・
福
祉
・

健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
今
年
５
月

か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。
「
介
護
保
険
に
つ

い
て
知
り
た
い…

」
「
両
親
の
物
忘
れ
が
ひ

ど
く
な
っ
た
け
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い…

」
な
ど
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日
　
９
時
〜
13
時

場
所
　
伊
奈
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
ル
ー
ム
（
ウ
ニ

ク
ス
伊
奈
２
階
）
　

※

８
月
の
み
、

ふ
れ
あ
い
福

祉
セ
ン
タ
ー

に
て
10
時
か

ら
14
時
ま
で

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

日
時
　
６
月
21
日
㈬
　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
域

介
護
者
学
習
交
流
会

「
土
曜
日
の
相
談
」が
変
わ
り
ま
し
た
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
し
ま
す

だ
よ
り

だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

まつぼっくりマン まつぼっくりちゃんまつぼっくりマン まつぼっくりちゃん

　
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
で
は
、
利
用
者
さ
ん

が
自
主
製
品
（
リ
ー
ス
・
雑
巾
・
ボ
カ
シ
な

ど
）
を
作
っ
て
い
る
ほ
か
、
下
請
作
業
や
ア

ル
ミ
缶
回
収
・
缶
潰
し
、
日
常
生
活
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
製
品
は
、
「
ま
つ
ぼ

っ
く
り
」
や
「
四
季
彩
館
」
で
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
で
は
、
利
用
者
さ
ん

の
希
望
を
取
り
入
れ
て
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
利
用
者
さ
ん
が
絵
を
描
い
て

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
「
き
の
こ
ラ
ー
メ
ン
」
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
校
給
食
に
あ

っ
た
思
い
出
の
メ
ニ
ュ
ー
の
よ
う
で
す
。

問
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ま
つ
ぼ
っ
く
り

まつぼっくり
だより

まつぼっくり
だより

I N A  s h a k y o  N o . 1 1 7

開 設
しました！ふくし総合相談窓口ふくし総合相談窓口

•相談日 月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
•時　間 9：00～17：00
•電　話  ０４８－７２２－５４９８　•FAX ０４８－７２３－６５７５

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

お
気
軽
に

  
ご
相
談

    

く
だ
さ
い
!!

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
２
０
２
３

〜
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
よ
う
！
〜

開
催
し
ま
す

介護・高齢介護・高齢

障がい障がい

子育て子育て

生活困窮 生活困窮 

「どこに相談すればいいのかわからない」
「身近な人には相談しづらい」などありませんか？
「どこに相談すればいいのかわからない」
「身近な人には相談しづらい」などありませんか？

地 域地 域

申
込
　
電
話
ま
た
は
記
載
Ｕ
Ｒ
Ｌ
か
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
０
４
８
―
７
２
０
―
５
６
５
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ
：https://form

s.gle/bgpB

　
　
　
　bi8

bEW
o6
U
N
u7
9

　
３
月
20
日
、
園
児
２
名
が
「
い
ち
ご
」
を

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
寂
し
い
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
新
た
な
小
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
よ
り
新
し
い
友
だ
ち
も
加
わ

り
、
楽
し
い
歓
声
と
か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
い
ち
ご
」
で
は
、

一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た

ち
と
の
か
か

わ
り
を
大
切

に
、
療
育
を

行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問
　
心
身
障
害
児
通
園
事
業
「
い
ち
ご
」

い
ち
ご
だ
よ
り

問

問

問

申

問

申

問
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当
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た

い
人
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め
る
人
の
調

整
や
相
談
・
助
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
が
あ
る
け
れ

ど
、
な
か
な
か
「
き
っ
か
け
」
が
な
い
方
々

の
た
め
に
、
７
月

か
ら
８
月
の
夏
の

期
間
を
利
用
し
て
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
を
行
え
る
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

２
０
２
３
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
活
か
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
デ
ビ
ュ
ー
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
誌
等
に
開
催
時
期
や
内

容
な
ど
、
随
時
情
報
を
掲
載
し
て
い
き
ま
す

の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
６
月
１
日
㈭
よ
り
社
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
ま
す
。

問
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

問

内
容
　
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
寝
る
と
き
の
姿

勢
な
ど
）
に
つ
い
て
、
実
演
を
交
え

て
学
び
ま
す
。

対
象
　
40
歳
以
上
の
方
の
介
護
を
し
て
い
る

方
、
介
護
の
経
験
が
あ
る
方
（
介
護

を
し
て
い
る
方
ま
た
は
介
護
を
受
け

て
い
る
方
が
町
内
在
住
）

定
員
　
25
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
６
月
１
日
㈭
〜
６
月
16
日
㈮

※
参
加
希
望
で
、
交
通
手
段
の
な
い
方
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

申
・
問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
０
４
８
―
７
２
０
―
５
６
５
６

　
　
　
　
南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
０
４
８
―
７
９
５
―
４
９
０
０

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
も
し
身
近
に

認
知
症
の
人
が
い
た
時
に
そ
っ
と
見
守
る
、

そ
っ
と
手
助
け
す
る
方
が
地
域
に
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
て
い
る
講

座
で
す
。
認
知
症
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
一

緒
に
目
指
し
ま
せ
ん
か
？

内
容
　
基
本
講
座
（
認
知
症
の
症
状
・
診
断

　
　
　
・
治
療
・
接
し
方
等
）

　
　
　
高
齢
者
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て

日
時
　
６
月
28
日
㈬
　
９
時
15
分
〜
11
時
15
分

場
所
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

講
師
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
員
　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
費
　
無
料

申
込
期
間
　
６
月
23
日
㈮
ま
で

　
ウ
ニ
ク
ス
伊
奈
２
階
に
あ
る
伊
奈
町
パ
ブ

リ
ッ
ク
ル
ー
ム
に
お
い
て
、
介
護
・
福
祉
・

健
康
・
医
療
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
今
年
５
月

か
ら
開
設
し
て
い
ま
す
。
「
介
護
保
険
に
つ

い
て
知
り
た
い…

」
「
両
親
の
物
忘
れ
が
ひ

ど
く
な
っ
た
け
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
良

い
の
か
わ
か
ら
な
い…

」
な
ど
、
お
気
軽
に

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

日
時
　
毎
月
第
２
土
曜
日
　
９
時
〜
13
時

場
所
　
伊
奈
町
パ
ブ
リ
ッ
ク
ル
ー
ム
（
ウ
ニ

ク
ス
伊
奈
２
階
）
　

※

８
月
の
み
、

ふ
れ
あ
い
福

祉
セ
ン
タ
ー

に
て
10
時
か

ら
14
時
ま
で

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

日
時
　
６
月
21
日
㈬
　
10
時
〜
11
時
30
分

場
所
　
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

包
括
支
援

セ
ン
タ
ー

地
域

介
護
者
学
習
交
流
会

「
土
曜
日
の
相
談
」が
変
わ
り
ま
し
た
！

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

開
催
し
ま
す

だ
よ
り

だ
よ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

まつぼっくりマン まつぼっくりちゃんまつぼっくりマン まつぼっくりちゃん

　
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
で
は
、
利
用
者
さ
ん

が
自
主
製
品
（
リ
ー
ス
・
雑
巾
・
ボ
カ
シ
な

ど
）
を
作
っ
て
い
る
ほ
か
、
下
請
作
業
や
ア

ル
ミ
缶
回
収
・
缶
潰
し
、
日
常
生
活
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
。
自
主
製
品
は
、
「
ま
つ
ぼ

っ
く
り
」
や
「
四
季
彩
館
」
で
販
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　
「
ま
つ
ぼ
っ
く
り
」
で
は
、
利
用
者
さ
ん

の
希
望
を
取
り
入
れ
て
給
食
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
今
回
、
利
用
者
さ
ん
が
絵
を
描
い
て

リ
ク
エ
ス
ト
し
た
「
き
の
こ
ラ
ー
メ
ン
」
が

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
校
給
食
に
あ

っ
た
思
い
出
の
メ
ニ
ュ
ー
の
よ
う
で
す
。

問
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
ま
つ
ぼ
っ
く
り

まつぼっくり
だより

まつぼっくり
だより
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•時　間 9：00～17：00
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ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、

お
気
軽
に

  

ご
相
談

    

く
だ
さ
い
!!

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
２
０
２
３

〜
新
し
い
こ
と
を
は
じ
め
て
み
よ
う
！
〜

開
催
し
ま
す

介護・高齢介護・高齢

障がい障がい

子育て子育て

生活困窮 生活困窮 

「どこに相談すればいいのかわからない」
「身近な人には相談しづらい」などありませんか？
「どこに相談すればいいのかわからない」
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３
月
20
日
、
園
児
２
名
が
「
い
ち
ご
」
を

巣
立
っ
て
行
き
ま
し
た
。
寂
し
い
思
い
も
あ

り
ま
す
が
、
新
た
な
小
学
校
生
活
を
楽
し
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
４
月
よ
り
新
し
い
友
だ
ち
も
加
わ

り
、
楽
し
い
歓
声
と
か
わ
い
い
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
い
ち
ご
」
で
は
、

一
人
ひ
と
り

の
子
ど
も
た

ち
と
の
か
か

わ
り
を
大
切

に
、
療
育
を

行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
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社会福祉法人

〒362-0809
伊奈町中央 1-93 ふれあい福祉センター内
https://www.ina-shakyo.or.jp

伊奈町社会福祉協議会

● 事務局
● ボランティアセンター
● 成年後見支援センター
● ファミリーサポート伊奈
● 居宅介護支援事業所
● 訪問介護等事業所

● 地域包括支援センター

● 障害福祉サービス事業所
　まつぼっくり

048-722-9990
048-723-6575

蕕

薨

048-720-5656蕕

048-723-3201蕕

● 心身障害児通園事業
　「いちご」 048-878-9045蕕

伊
奈
中
央

志   

久至上尾

至上尾

介護老人
福祉施設
「伊奈の里」

伊奈町
上下水道庁舎

至蓮田

埼玉りそな銀行

伊奈町役場

伊奈町
総合センター

伊奈中学校

至桶川 ドラッグストア

ふれあい
福祉センター

見舞品を
お贈りします
詳しくはＰ3へ

夏 季夏 季

講習会を
開催します
詳しくはＰ3へ

手 話手 話

社協会員運動ご協力のお願い社協会員運動ご協力のお願い

よりよい地域社会をつくるために活用しています。

※特別会員となっていただきました企業・団体等は「社協だより」にてご紹介いたします。

　社協は住民主体の組織で、皆様の積極的なご協
力に支えられて日々地域福祉活動に取り組んで
います。
　一人でも多くの方に活動の趣旨をご理解いた
だき、ご加入くださいますようお願いいたします。

　すでにご入会いただいております方々のご協力に対し、深く感謝申し上げるとともに、
今年度も継続してご協力いただきますようお願いいたします。
　新規の加入や継続の会費納入は、各地区の区長、民生委員・児童委員の方々などにご
協力をいただき行っています。

一世帯一口以上のご入会を心よりお願い申し上げます。

一般会員 1口  500円
賛助会員 1口  1,000円
特別会員 1口  5,000円

会費の種別（年額）会費は主に次のような事業の財源となります。
● 地域ふれあい事業（高齢者サロン、子ども食堂など）
● ボランティア活動の推進　● 福祉教育の推進　● 見守り活動
● 視覚障がい者等の支援　● 生活困窮者等の支援　など

通園施設「いちご」の園児が制作しました通園施設「いちご」の園児が制作しました

だれ
もがつ

ながり支
え合う伊奈

だれ
もがつ

ながり支
え合う伊奈

社協とは社協とは 障がい者・高齢者・子どもをはじめ、地域の人々が暮らしやすい「だれもが安心して暮らせるまちづくり」をすすめる民間の団体です。障がい者・高齢者・子どもをはじめ、地域の人々が暮らしやすい「だれもが安心して暮らせるまちづくり」をすすめる民間の団体です。

令和５年６月１日令和５年６月１日

次の社協だよりは8月1日を
予定しています。

次の社協だよりは8月1日を
予定しています。

第第 号号117117

社会福祉法人

伊 奈 町
社会福祉協議会
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